
　

秋
空
の
下
熱
い
戦
い
が

　

９
月
25
日
、
美
国
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
研
修
広
場
で
、
東
し
ゃ
こ
た

ん
漁
業
協
同
組
合
美
国
青
年
部
主

催
、
町
教
育
委
員
会
、
町
体
育
協
会

の
後
援
で
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流

会
が
行
わ
れ
、
７
チ
ー
ム
が
優
勝
を

目
指
し
て
戦
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
商
工
会
Ａ
チ
ー
ム
と

の
決
勝
戦
を
４
対
３
で
制
し
た
商
工

会
Ｂ
チ
ー
ム
が
秋
空
の
下
繰
り
広
げ

ら
れ
た
熱
戦
を
制
し
、
み
ご
と
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
中
学
生
・
高

校
生
チ
ー
ム
や
女
性
の
参
加
も

あ
り
、
幅
広
い
参
加
者
が
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

 

漁
協
青
年
部
が
企
画
運
営

業
者
が
団
結
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
き
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
経
験
者

も
多
い
の
で
子
ど
も
た
ち
と
ス
ポ
ー

ツ
で
交
流
し
た
り
、
教
え
た
り
し
て

町
に
貢
献
し
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ

り
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
き
た

い
。」
と
、
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の

熱
い
想
い
と
今
後
の
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
副
部
長
の
加
藤
良
太
さ

ん
（
23
歳
・
写
真
左
端
）
は
、「
７
チ
ー

ム
も
集
ま
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

と
盛
況
に
終
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
手

応
え
と
協
力
者
へ
の
感
謝
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
東

し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
美
国
青

年
部
が
「
ま
ち
の
活
性
化
に
繋
が
る

イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
の
手
で
実
施
し
た

い
！
」
と
町
教
育
委
員
会
に
企
画
を

持
ち
こ
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
た
若
者

た
ち
の
熱
心
な
企
画
立
案
と
参
加
へ

の
呼
び
か
け
の
結
果
、
88
人
も
が
参

加
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

青
年
部
長
の
菊
地
省
吾
さ
ん
（
26

歳
・
写
真
右
か
ら
３
人
目
）
は
、「
町

に
は
立
派
な
体
育
館
や
広
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
あ
る
の
で
活
用
し
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
若
い
漁

▲漁協青年部のメンバー

漁
協
美
国
青
年
部
が
企
画
！

「
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
を
開
催

て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
消
防
団
と
支
署
で
合
同

の
模
擬
火
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
支
署

の
建
物
を
火
災
発
生
現
場
に
見
立

て
、
消
防
車
両
で
現
場
に
急
行
す
る

と
こ
ろ
か
ら
訓
練
開
始
。
団
員
は
訓

練
の
前
半
で
行
っ
た
小
型
ポ
ン
プ
や

ホ
ー
ス
の
取
扱
い
、
そ
し
て
放
水
に

い
た
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

97
名
の
積
丹
消
防
団
員
と
17
名
の

消
防
士
の
高
い
士
気
と
優
れ
た
技
能

は
、
私
た
ち
町
民
の
誇
り
で
す
。

「
教
育
訓
練
」
を
実
施
！

最
強
の
消
防
団
を
目
指
し
て
！

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
消
防
団

（
今
井
諭
団
長
・
団
員
97
名
）
は
９

月
23
日
、
消
防
積
丹
支
署
で
教
育
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
井
団
長
の
訓
辞
と
松
井
町
長
の

挨
拶
に
続
い
て
実
戦
的
な
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

前
半
は
小
型
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練

と
ホ
ー
ス
展
張
・
収
納
訓
練
を
行
い
、

緊
急
時
に
迅
速
な
消
防
活
動
を
行
う

た
め
、
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
再

確
認
を
行
い
、
団
員
は
署
員
が
示
す

手
本
に
倣
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
手
順
を

確
か
め
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を
進
め

　模擬火災訓練

　ホース展張・収納訓練
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水
道
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
衛
生

的
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供

給
し
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
施
設
で
す
。

　

来
岸
地
区
簡
易
水
道
は
昭
和
47
年

か
ら
43
年
が
経
過
し
、水
道
本
管（
配

水
管
）
の
漏
水
事
故
防
止
な
ど
の
老

ル
ま
で
の
５
８
０
ｍ
区
間
の
施
工
計

画
を
、
現
在
国
に
要
望
中
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
下
記
事
項
に
特
に

留
意
す
る
な
ど
住
民
生
活
に
影
響
が

出
な
い
施
行
に
努
め
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

長
年
の
懸
案
に
着
手
！

「
来
岸
地
区
簡
易
水
道
老
朽
管
更
新
工
事
」

＝簡易水道工事の留意点＝
・作業時間は、午前８時～午後５時までです。
・日曜日は作業を行いません。
・重機は、低騒音・低振動型を使用します。
・交通誘導員を配置し、交通事故防止に努めます。
・断水は極力避けますが、やむを得ず断水する場合は、事前に周知します。

　地域資源の有効活用による地方創生事業

の一つ『積丹の気候風土を活かした「スピ

リッツ（蒸留酒）」開発によるしごと創生

事業』による可能性調査の中で、原材料の

生産を担う旧積丹牧場の遊休農地に馬５頭

を放牧し、家畜による農地の改良試験整備

を行っています。

　町民の皆さんに馬とふれあっていただく

機会として、馬車の乗車体験を行います。

　また、町内各小学校の授業の中での乗馬

体験や 10 月に開催される「ＪＴの森 森林

保全活動」でも馬とふれあうイベントを企

画しています。

　予約時に、右の出発時刻から希望する時

間帯を選んでお伝えください。

【予約・問合わせ先】企画課　℡４４－２１１４

積丹小道馬車
地方創生加速化交付金事業

美国～小泊 馬車の旅

【開催日時】
10月16日（日）9:30～16:00

　来岸会館での工事説明会

乗車無料 ◆ 予約制（先着70名）
乗車時間は約20分 /回

ヤマシメ番屋は臨時営業となります。
ヤギとのふれあいや、木工クラフト、馬具の展示なども実施！

【集合場所】
鰊伝習館ヤマシメ番屋

出発時刻出発時刻出発時刻

午前 午後

9 ： 30

10 ： 05

10 ： 40

11 ： 15

13 ： 30

14 ： 05

14 ： 40

朽
化
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
国
の
補
助
制

度
を
活
用
し
た
更
新
工
事
を
２

年
計
画
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
去
る
９
月
21
日
に
来

岸
会
館
で
工
事
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

全
体
工
事
計
画
は
、
来
岸
市

街
地
の
国
道
及
び
町
・
私
道
沿

線
の
管
路
延
長
１
，
０
３
０

ｍ
。
今
年
度
は
、
武
威
ト
ン
ネ

ル
口
か
ら
消
防
第
６
分
団
地
先

ま
で
の
４
５
０
ｍ
区
間
を
対
象

に
、
明
年
１
月
20
日
ま
で
の
工

期
で
、
本
管
の
取
替
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
来
岸
ト
ン
ネ
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